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Ⅰ．はじめに 

 日本では高齢者を対象とした音楽療法が多くなされている。しかし、高齢者への音楽の

影響が明確に示されている研究は少ない。リズム活動は歌唱活動や体操と比べ、高齢者が

長く集中して活動に取り組むことは発見されており、高齢になってもリズム能力は他の音

楽能力と比較して保たれやすいという研究結果もある。リズムに関しては、テンポへの同

期の研究が多くあり、高齢者は若年者と比較して早いテンポへの同期タッピングが遅れる

傾向にあることや Trail Making Test の結果と同期タッピングの間には関連が見られない

ことがわかっている。しかし、高齢者のリズム模倣についての研究は少なくとも日本では

なされておらず、リズムと認知機能との関連についても明示されている研究はない。筆者

はリズム同期よりもリズム模倣の方が認知機能との関連が見られやすいのではないかと推

測し、認知機能とリズム模倣能力との関連を、仮説 1 として認知症と診断を受けている高

齢者と健常高齢者では健常高齢者の方がリズム模倣能力が高い、また仮説 2 として認知症

の診断の有無にかかわらず、認知検査の得点によって示された認知機能とリズム模倣能力

との間に有意な相関があるとし検証を行った。 

 

Ⅱ．事前調査 

リズム模倣のための問題がなかったため、筆者が日本で最も多く使用されている教本を

参考にリズム模倣テスト（仮）を作成し、問題のリズムパターンが、妥当であるかを検証

するために事前調査を行った。 

１．事前調査の方法 

A 大学子ども教育学部の学生で、普通教育以外に音楽教育を受けていない者に協力を依

頼し、平均年齢は 19.17±1.9 歳の男性 7 名、女性 9 名の 16 名が被験者となった。事前に

M.M.=52 に設定されたメトロノームと、問題を太鼓の音で録音した、リズム模倣テスト（仮）

を使用し、A 大学の防音室で個別で 2014 年 10 月に行った。分析には SPSS を使用した。

調査への参加は、本研究の説明を文書と口頭にて説明し、同意書への署名をもって同意を

得たこととした。本調査と共に 2013 年 9 月に桜美林大学研究倫理委員会の承認を得た（受

付番号 13024）。 

２．リズム模倣テスト（仮）の結果 

リズム模倣テスト（仮）の個人得点は、21.4±3.3 点であった。リズムパターンの音の

数が多いと正答数は有意に低いことが認められた（ｒ＝0.79，ｐ＜0.01）。1 拍分の音の分

割数ごとの全問正答を 100点とした場合の平均点で一元配置の分散分析を行ったところ１

拍における分割数の正答数への影響は有意であった（F(3,45)=43.50,p<.001）。多重比較に

よれば分割数分割数 1，2，3 の間に 5％水準で有意差があり、分割数が少ないほど正答率

が高いことが分かった。 

３．リズム模倣テストの作成 

リズム模倣テスト（仮）は問題数が多く、時間がかかり、認知症高齢者の注意が続かな

い可能性があるため問題数を削った。人間が覚えやすい音の数が７であることと、大学生

の正答が低かったことを考慮して音数が９音以上のもの、また、日本人の苦手なリズムで

あることと、早いリズムのタッピングが高齢者は遅れがちになることを考慮して、分割数

が３以上のものを削除し、4 拍のリズムパターン 18 問と 8 拍のリズムパターン 2 問の合
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計 20 問のリズム模倣テストを作成した。 

 

Ⅲ．本調査の方法 

調査の対象は 75歳から 93歳までの小脳に異常がなく、日常会話が可能な程度の聴力で、

上肢に麻痺が確認されなく、音楽教育を特別に受けていない女性を対象とした。認知症高

齢者群は B 施設の利用者で、日常生活動作がⅡa からⅡb の認知症と診断されている高齢

者 16 名と、コントロール群として介護予防教室へ通っている健常高齢者 17 名に行った。

それぞれの施設の個室に置いて認知検査の日本語版 Montreal Cognitive Assessment（以

下、MoCA-J）と事前調査で作成したリズム模倣テストを行った。両群共に調査は 2014

年 10 月から 11 月に行った。データの分析は SPSS を使用した。 

 

Ⅳ．結果 

リズム模倣テストの結果は健常高齢者が 10.6±4.3 問で認知症高齢者が 6.9±2.7問であ

った。ｔ検定の結果、健常高齢者の方が認知症高齢者よりもリズム模倣能力が有意に高か

った（t＝（27.218）＝2.545 p<.05）。また、MoCA-J の点数とリズム模倣の点数で有意

ではないが正の相関が認められた （r=.338）。MoCA-J の下位項目とリズム模倣能力で相

関をとったところ、視空間実行系で有意に正の相関が認められた（r=.372p<.05）。各郡の

各問題正解率でカイ二乗検定を行った結果、問題番号 5（x²=4.251,df=1,p<.05），7（x²

=9.409,df=1,p<.05），11（x²=5.241,df=1,p<.05）、15（x²=6.902,df=1,p<.05），16（x²

=6.920,df=1,p<.05），18（x²=5.546,df=1,p<.05）で有意な差が認められた。 

 

Ⅴ．考察 

 リズム模倣に必要な数を数える能力や時間的弁別、記憶の保持が、認知症者の衰えやす

い能力であったため、認知症者や認知機能の低いものはリズム模倣能力が低かったと考え

られる。MoCA-J の点数が高く、リズム模倣テストの点数が低かったものがいたが、逆は

見られなかった。これは、個人の要因としてもともとリズム打ちが苦手な対象であったの

ではないだろうか。また、MoCA-J の下位項目との相関で、視空間・認知と有意な相関が

あり、リズム模倣能力と関連があると考えられている、記憶、注意、言語の項目では相関

が認められなかったのは、課題が言語的であったか否かによると推測する。言語の課題を

例に挙げると、リズムでの遅延模倣の際の脳の賦活部位は認知を司る前頭葉と、運動を司

る頭頂葉であったが、言語での遅延模倣時には、前頭葉と視覚的な情報の処理を行う後頭

葉も賦活が認められている。このことから、文章が視覚的イメージをもたらし、リズムと

は違った回路での記憶の記銘、想起を行ったと考えることができる。認知症高齢者が健常

高齢者と比べてタッピングができなかったリズムは、前半が複雑で後半が分割なしのリズ

ムが多かったことから、タッピングを行ってから、問題提示までに注意の転換ができなか

った、または覚えやすい後半のリズムに親近効果が働き前半の記憶があいまいになったの

ではないかと推測される。今後の課題として、リズム能力が低下すると認知機能も低下す

るのかを検証するために、個人を縦断的に追っていく調査や、リズム訓練を行い、リズム

模倣能力が向上した場合の認知機能へどのように影響を与えるのかを調査していく必要が

ある。
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